
横浜市立 日吉台中学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

豊かな心
①生徒の主体性を伸ばしていくために、生徒会活動や学級活動を活発に行い、主体性を引き出し、協
働する素晴らしさを多く体験させる。
②道徳の授業研究を深め、心の葛藤や多種多様な価値観に触れることにより豊かな経験をさせる。

担当 道徳・人権・特活

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

　学校教育目標「共に生きる」の達成を目指し、そのために生徒に身に付けてほしい力を５つの視点で表し、相互に関連付けな
がら育んでいきます。
○探求する心と学び続ける力（知）
○優しい心としなやかに生きる力（徳）
○健やかな心と体（体）
○社会のために協働する力（公）
○未来を切り拓いていく力（開）

　（１）これまでの取組状況
　全生徒に対して自尊感情を育む働きかけを大切
にし、自己有用感を高める声かけの工夫や生徒
の話をじっくり聞く（受容と共感、傾聴）を心がけて
いる。また、生徒会活動や学校行事、日々の学級
活動等では、互いの違いを認め合い、他者を受容
し、相手の気持ちを考えた言動を呼びかけている
。
　また、思いやりや協力する力を育むために、全
教育活動を通して、話し合い活動や体験活動を生
かした指導を行っている。研修会等を利用し、指
導方法や教材活用方法を研究、研修し授業力を
高めている。
　人権教育として、人とのつながりから学び、自分
も他の人も大切にできる生徒の育成を目指し、子
供の課題解決に向けた取組、自尊感情を育む取
組、他者の思いに寄り添う心情を育てる取組、様
々な人権に関わる問題の解決をめざすと取組、
教職員に人権意識を高める取組を行っている。
（２）豊かな心にかかわる生徒の実態
　校庭や体育館が広く、恵まれた環境の影響もあ
り、落ち着いた学校生活を送っている。部活動に
所属している生徒も多く、礼儀正しく、あいさつをし
っかりできる生徒も多くいる。しかしながら、生徒
会活動や学校行事への取組、学級活動等では、
主体的に考え、行動する力はまだ十分とはいえな
い状況である。また、他者とのコミュニケーション
をとることが苦手な生徒も増えてきている。
　今後は主体的に考え、行動する力の育成やコミ
ュニケーション能力の向上に取り組んで行く必要
があると考えられる。

言語活動の充実
自己肯定感を高め、自他を受け入れるしなやかな心の育成

目標を実現するための具体的行動プラン
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国語：言語感覚を豊かにし、伝え合う力を高め、社会生活に必要な国語について、その
特質を理解し適切に使うことができるようにする。
社会：国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民
としての資質・能力を育成する。
数学：数学的な活動を通して、数学的な資質・能力を育成する。
理科：自然の事物・現象を科学的に探究し、表現する力を育てる。
音楽：音楽的な活動を通して、生活や社会の音や音楽文化と豊かに関わる資質・能力を
育成する。
美術：美術的黄な活動を通して、自己・他者を認める豊かな心を養いながら、創意工夫し
て美しく表現する資質、能力を育成する。
保健体育：自らの健康を守り、心身ともにたくましく生きる力を育もうとする姿勢を育てる。
技術・家庭：生活をよりよくしようと工夫する、資質・能力を実践的・体験的な活動を通して
育成する。
英語：英語を使ってコミュニケーション能力を高める。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

○学びに向かう力
○社会に適応する力

○生きがいを見出す力

具体化した資質・能力

「気づき考える」「自分で決める」「進んで行動する」
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中期取組目標
　社会に貢献する一員として、自分らしさを発揮し、生きがいと誇りをもって、幸せに生きる人の育成を目指し、中学校３年間、
生徒に次のことを意識させていきます。
「気づき考える」「自分で決める」「進んで行動する」そのために「失敗を恐れず、挑戦し続ける」
　このことを推進するための日吉台中学校教職員の心構えは、
・「傾聴」「受容と共感」を大切にして、生徒理解に努めます。日頃から生徒の良いところを「認めて褒める」ことを実践します。自
己決定を促します。指導が必要な場面でも説得ではなく、納得を引き出す指導、支援に努めます。
・「率先垂範」「凡事徹底」を常とし、教職員は、生徒にとって生きる良いモデルになるように努め、人間力を育みます。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

確かな学力
①小中一貫教育推進ブロック授業研で全教科の授業公開を行うこと、ＩＣＴ教育の充実を図ると共に授業
づくりの視点を共有する。②「授業を見合う週間」と授業研究会を連動させ、持続可能な授業改善の方
策を確立する。③新学習指導要領に基づいて、「指導と評価の一体化」を推進する。

健やかな体
①体育祭や球技大会等の体育的行事を計画的に行うことにより、生徒の運動や体力づくりに対する関心を高めたい。
②新体力テストの結果等を活用し、自己の体力を分析することや、体力向上と生涯スポーツの視点をもちながら部活動の
あり方を見直し、計画的に取り組む。

担当 教育課程・学習 担当 体育祭・体育・保健

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況
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　全体的に横浜市の平均を上回っている状況であ
る。多くの教科で「基礎・基本」問題、「活用」問題
の正答率がともに市の正答率を上回っているが、
ほとんどの教科で「活用」問題の正答率が「基礎・
基本」問題の正答率よりも低くなっている傾向が
ある。そのため、すでに備わっている知識及び技
能を活用できる思考力、表現力、判断力を養える
よう、授業展開の工夫をする必要がある。数学や
英語など平均よりも高い学習意識はあるものの、
高い学力に対して学習意識は全体的にやや低く
なっている。
　3年生の数学については横浜市の平均正答率を
7．7％上回っており、中央値が77.1と　とても高い
。3年生は「数学の授業がよくわかる」と約4割程
度の生徒が回答しており、「どちらかといえばわか
る」を含めると84％以上の生徒がいるところから、
T．Tを効果的に活用した成果が、この結果に影響
したものと考えられる。
　「勉強が大切だと思いますか」という質問に対し
て、ほとんどの教科で「そう思う」「どちらかというと
そう思う」と回答する割合が市の平均を下回って
おり、学力に対して、学習意識や生活意識が低く
なっている。令和４年は家庭での学習を充実させ
るため、それぞれの教科の良さや意義、社会や生
活とのつながりを実感できるよう、指導を工夫する
必要があると考えられる。

確かな学力の定着と自ら課題を発見、解決できる資質、能力の育成
（１）体育・健康に関する実態
・「運動が好き」と答える生徒が男子は９割、女子も８
割弱いることから、体を動かすことが好きで運動に前
向きに取り組もうとする意欲がある生徒が多いという
実態がある。小学生の時から運動が好きで、仲間と
共に体を動かすことに楽しみを感じる生徒が多くいる
ことが分かった。部活動においては、コロナ感染症に
よる蔓延防止の活動制限で活動時間や実施数の減
少となった。
・「睡眠時間」「朝食の有無」については昨年度同様、
市の平均を少し下回っている。
・保健室の利用状況（傷病の状況）は非常に多く、２
人体制ではあるものの日々対応に追われている。外
科的症状での来室理由は擦り傷、切り傷、捻挫など
であり、軽傷のものも多い。
・体力テストの結果を見ると、コロナ感染症による休
校の影響もあり、市や全国の平均よりも下回る項目
が多くあった。
（２）体力の概要と要因の分析
結果を見ると、どの項目も市の平均を下回っている。
結果の要因として、コロナによる運動機会の減少や、
部活動の活動時間の制限、部活動が多く、活動場所
が十分に確保できないこと等があげられる。体育の
授業ではラジオ体操を毎回行うことで基礎体力の向
上や運動を持続することの大切さを教えている。また
、巧みに体を動かす力を獲得するためにコーディネー
ションに取り組ませている。部活動では活動時間や場
所の制限がありつつも内容を工夫することによって基
礎体力や競技特性に合わせた運動能力の獲得を目
指している。これらを組み合わせることで生徒の体力
を向上させ、市の平均により近づけるようにしていき
たい。

体力向上1校１実践運動　ラジオ体操
基礎体力の向上、巧緻性、柔軟性の向上、怪我をしない身体づくり

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン
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国語：スピーチや討論、作文などの様々な言語活動を取り入れて、考えや気持ちを聞いたり話したりする機会を設ける。
社会：授業において、社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり、解決したりする活動の機会を増やしていく。
数学：授業や単元の導入において、身の回りで扱われている数学的な考え方を提示し、生徒の興味・関心を引き出す。また、問題解決
のために数学的な考えを扱えないかを問題提起する。
理科：日常生活との関連づけや実験等を通じて、理科を学ぶことの面白さや有用性に気付かせる。
音楽：楽曲や学習を通して音楽の美しさを感じ取り、生徒が進んで創意工夫した音楽活動ができるようにつとめる。
美術：互いの作品を見て、認め合うことで、それぞれのオリジナリティーに肯定感をもてるような場面を設定する。
保体：学習カードを活用して日々の振り返りをすることで、自らの課題を把握し、解決方法を導けるように指導していく。
技・家：学習した知識と技術を積極的に活用し、意欲をもって解決のための方策を探る学習を行う。
外国語：AETとの会話や外国人とのコミュニケーションを図る場面など、具体的な状況を設定する。生徒が主体的に学習できるように指導
を工夫する。
道徳：議論を通して、他者の意見に耳を傾け他者を理解しようとする姿勢を養うと共に、自分の考えを深化させ、自己肯定感を高められ
るような活動を設定する。
特活：生徒が主体的に学校生活の課題を考えたり、解決策を見出すための話し合い活動を充実させ、それらを実践させるような機会を
設ける。
総合：各教科等、単独では取り組むことが難しい現代的な課題を、各教科との関連を図り、身につけた力を活用しながら探究的に学ぶこ
とができるようにする。 
個別級：個別の指導計画に基づいて、一人ひとりが自分の得意なことや苦手なことをふまえた上で、達成感や充実感を味わいながら学
習できる環境を整える。

上
半
期

《保健体育科での取組》
・授業の準備体操で毎時間ラジオ体操を行い、基礎体力の向上に努める。
・「新体力テスト」の結果から自分自身の体力について知り、基礎体力の向上を目的とした運動
を授業内や日常生活などに取り入れられるよう考えさせ、実践させる。
《他教科での取組》
・家庭科では、栄養のバランスを考えた調理実習のメニューを取り入れ、食材を生かす調理方
法を教える。
・理科では、環境が人体に与える影響や、進化論について考える。
《特別活動・総合的な学習の時間》
・学校行事の中で、体育的行事を多く企画し、その行事の練習時間を確保する。
・保健委員会では、生徒の睡眠や飲み物の成分解明、朝食の大切さなど健康に関することを、
幅広く新聞などを利用し報告する。
・安全指導では、自ら危険を回避し安全を確保することができるよう避難訓練などを活用し、知
識を身につけ、実践する。
・学区の小学校の栄養教諭と昼食指導を通して連携し、食育だよりを発行する。


